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四万十川の

水質状況町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

う
ら

 

ぶ
ん

又
よ
り
志
和
峰
を
経
て
、
海
に
向

か
っ
て
坂
を
下
る
。志
和
は
、
太
平

洋
に
注
ぐ
志
和
川
に
沿
っ
て
拓
け
た
地
区

で
あ
る
。坂
を
ほ
ぼ
下
り
切
っ
た
辺
り
か

ら
の
農
村
地
帯
が
郷
分
。海
沿
い
の
集
落

が
浦
分
で
あ
る
。浦
分
に
は
現
在
84
世
帯
、

１
２
９
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　
志
和
の
地
名
の
由
来
で
あ
る
が
、
岩
礁

（
海
中
の
浅
い
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
る
岩
）

に
よ
っ
て
く
だ
け
る
波
＝
礁
波
か
ら
き
て

い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。二
千
年
以
上
前

の
古
代
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
、

こ
の
地
の
出
土
品
か
ら
う
か
が
え
る
。鎌

倉
時
代
末
期
に
は
す
で
に
集
落
が
成
立
し

て
い
て
、
戦
国
時
代
に
入
る
頃
に
は
、
志

和
・
志
和
峰
・
与
津
地
・
大
鶴
（
弦
）
津
・

小
鶴（
弦
）津
・
大
矢
井
賀（
加
）・
小
矢
井

賀
（
加
）﹇
＝
矢
井
賀
は
現
中
土
佐
町
﹈
の

「
志
和
七
ヵ
村
」
を
形
成
し
て
い
た
。江
戸

期
に
は
い
る
と
、
志
和
は
浦
分
と
郷
分
と

に
支
配
が
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
庄
屋
が

お
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
近
代
に
な
る
ま
で
は
、江
戸
や
京
都
・
大

坂
と
の
行
き
来
は
、険
し
い
四
国
山
地
を
避

け
、
主
に
海
路
を
使
っ
て
い
た
た
め
、
窪
川

を
は
じ
め
と
す
る
四
万
十
川
流
域
の
人
々

に
と
っ
て
、志
和
は
た
い
へ
ん
重
要
な
物
流

拠
点
で
あ
っ
た
。窪
川（
仁
井
田
郷
）一
帯
で

穫
れ
た
米
の
う
ち
年
貢
米
を
差
し
引
い
た

余
剰
分
が
、
こ
の
志
和
の
港
か
ら
大
坂
へ

「
出
荷
」さ
れ
た
。荷
を
運
ぶ
の
は
志
和
の
人

で
あ
る
。志
和
の
人
た
ち
は
運
賃
収
入
を
元

手
に
、大
坂
で
昆
布
や
衣
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
物
資
を
仕
入
れ
て
帰
っ
て
く
る
。そ
れ
ら

を
、窪
川
の
市（
現
在
の
古
市
町
）で
売
る
の

で
あ
る
。窪
川
地
域
の
一
大
物
流
拠
点
で
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あ
っ
た
志
和
に
は
、各
種
商
店
だ
け
で
は
な

く
、
大
き
な
倉
庫
や
銀
行
ま
で
あ
り
、
大
い

に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
志
和
の
人
々
が
海
運
業
を
安
定
的
に
お

こ
な
え
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。そ
れ
は
、

高
い
操
船
技
術
と
、
優
れ
た
造
船
技
術
を

身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
国
期
、
長
宗
我
部
元
親
が
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
志
和
に
は「
船
頭
二
人
、
水
主

三
人
、
番
匠
三
人
が
い
た
」
と
あ
る
。船
頭

は
船
長
、
水
主
は
航
海
技
術
を
持
っ
た
船

員
、番
匠
は
船
大
工
で
あ
る
。1
5
9
2
年
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
の
役
）

で
は
、志
和
城
の
城
主
以
下
、1
0
0
名
近

く
の
家
臣
団
が
、
志
和
の
番
匠
た
ち
が

作
っ
た
船
に
乗
り
、
船
頭
と
水
主
の
操
船

に
よ
っ
て
出
兵
し
て
い
る
。

　
幕
末
、海
岸
線
の
高
台
に
は
、砲
台
が
作

ら
れ
た
。こ
れ
は
海
上
を
通
過
す
る
外
国

船
の
見
張
り
台
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

た
。外
国
船
が
発
見
さ
れ
る
と
、
窪
川
の
役

人
に
知
ら
せ
る
た
め
の
狼
煙
が
上
が
っ
た

と
い
う
。

　
浦
分
の
氏
神
様（
産
土
神
）は
諏
訪
神
社
。

ま
た
、
志
和
に
は
室
町
時
代
の
初
め
の
建

武
二
年（
建
武
の
新
政
の
頃
）に
建
立
さ
れ

た
と
さ
れ
る
薬
師
寺
が
あ
る
。
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高知市

（2月中の届出）

す
い
し
ゅ薬師寺は志和氏の菩提寺でもあった

志
和
①

し

わ

う
ぶ
す
な
が
み

の
ろ
し


